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研究成果の概要（和文）：本研究は、幼稚園や保育園の災害対策強化を目的として、ICTと新技術であるVR技術
等を活用したものである。具体的には、現在急速に進んでいる保育現場のICT化により収集されたデータを効果
的に活用する方法を提案した。また、VR技術を用いた避難訓練プログラムを実施した。保育士が仮想現実で実践
的な避難訓練を体験することで、災害時の迅速かつ適切な対応力が期待される。さらに、ヒヤリ・ハット事例の
データベースを構築し、再発防止策の策定を容易にした。これらの取り組みは、保育現場におけるICTの効果的
な利用方法を示すものである。このようなプロセスにより、安全で質の高い保育が実現されることが期待され
る。

研究成果の概要（英文）：This study aims to strengthen disaster countermeasures in kindergartens and 
nursery schools by utilizing ICT and new technologies such as VR. Specifically, it proposes methods 
to effectively utilize data collected through the rapidly advancing ICT adoption in childcare 
settings. Additionally, a VR-based evacuation training program was implemented. By allowing 
caregivers to experience practical evacuation training in virtual reality, it is expected to enhance
 their ability to respond quickly and appropriately in the event of a disaster. Furthermore, a 
database of near-miss incidents was constructed to facilitate the formulation of recurrence 
prevention measures. These initiatives demonstrate effective ways to utilize ICT in childcare 
settings. Through this process, it is expected that safe and high-quality childcare can be achieved.

研究分野： 保育の安全対策
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究の社会的意義は、幼稚園・保育園における自然災害や人身災害対策の強化を通じて、子どもたちの安全
を守ることにある。ICTを活用することで、保育士の業務負担を軽減しつつ、保育の質を向上させることが可能
となる。具体的には、ICT導入により収集されたデジタルデータの新たな活用により、業務の効率化と災害時の
対応力および安全対策が強化される。VR避難訓練プログラムの導入により、保育士の想像力を向上させることが
可能となり、災害時の迅速かつ適切な対応が期待される。さらに、ヒヤリ・ハット事例のデータベース化は、全
国の園全体での再発防止策の策定につながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、日本における自然災害の頻度と規模が増加していることが問題視されている。特に、大

規模地震や台風などの災害は甚大な被害をもたらし、地域社会や教育機関においてもその影響
は無視できない状況にある。幼稚園や保育園などの保育施設においては、幼児が自ら災害に対応
することが難しく、その対策は保育士や教職員に大きく依存している。このような背景から、保
育施設での防災対策の重要性はますます高まっている。しかし、保育士の業務は非常に多岐にわ
たる。通常の保育業務に加えて、延長保育や休日保育、夜間保育など、多様な保育ニーズに応え
る必要があるため、業務負担は増加の一途をたどっている。この結果、日常業務の忙しさから十
分な防災対策が取られていない現状がある。多くの施設では、防災対策が一部の職員に任され、
マニュアルの整備や形ばかりの避難訓練にとどまっている。これでは、いざというときに適切に
対応できない恐れがある。さらに、ICT（情報通信技術）の普及により、多くの企業や組織では
業務の効率化が進んでいるが、保育現場ではその導入が進んでいない。ICT の活用が進まない理
由の一つに、保育士の情報リテラシーの不足が挙げられる。ICT を活用することで業務負担を軽
減し、防災対策の強化につなげることが期待されるが、現実にはその利活用が十分に進んでいな
いのである。 
次に、本研究の社会的意義は、ICT を活用して保育施設における業務効率化と防災対策の強化

を実現する点にある。ICT のユーザビリティが向上し、誰でも容易に利用できる技術が普及して
いる現在、この技術を保育現場に導入することで、保育士の業務負担を軽減し、防災意識を高め
ることが可能となる。具体的には、VR（バーチャルリアリティ）技術を用いた避難訓練の実施や、
日常業務における ICT の導入が考えられる。VR 技術を活用することで、保育士や子どもたちは
現実に近い形で避難訓練を体験でき、災害時の対応力を向上させることができる。また、ICT の
活用により、業務の効率化が図られ、保育士が防災対策に費やす時間を確保することが可能とな
る。さらに、本研究では、保育士の情報リテラシーを向上させるための研修や教育プログラムも
提供する。これにより、保育士が ICT を効果的に活用できるようになり、日常業務と防災対策の
両面で ICT の利点を享受できるようになる。このような取り組みを通じて、保育の質の向上が図
られるとともに、社会全体における防災意識の向上にも寄与することが期待される。  
本研究は、保育現場の現状を改善し、子どもたちの安全を守るための防災対策を強化するだけ

でなく、保育士の業務負担を軽減するという二重の効果を持つ。このため、保育施設における ICT
の導入は、単に技術の導入にとどまらず、保育の質と安全性を向上させるための重要な手段とな
るのである。本研究の成果は、全国の保育施設に波及し、広く社会においてもその有用性が認識
されることが期待される。これにより、社会全体での防災意識の向上と、災害に対する備えの充
実が進むことが期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、保育施設における業務効率化と防災対策の強化を両立させるために、ICT（情

報通信技術）を活用することである。具体的には、以下の 3つの主要な目的を掲げている。 
 
1) 保育士の業務負担の軽減 
保育施設では、多様な保育ニーズに対応するために保育士の業務が過重となっている。延長保育
や休日保育、夜間保育などの要望に応えるために、保育士は多くの時間と労力を割いている。こ
の過重な業務負担は、保育の質に影響を及ぼし、ひいては子どもたちの安全にも関わる問題であ
る。本研究では、ICT を活用して業務の効率化を図ることで、保育士の負担を軽減し、より質の
高い保育を提供することを目指す。具体的には、業務管理システムの導入やデジタルツールの活
用により、手作業で行っていた業務を自動化し、時間の節約を図る。 
 
2) 防災対策の強化 
日本は地震や台風などの自然災害が頻発する国であり、保育施設における防災対策は極めて重
要である。しかし、現状では防災対策が十分に行き届いていない施設も多い。保育士の業務が過
重であるため、防災訓練や対策の実施に十分な時間を割くことができない場合が多い。本研究で
は、ICT を活用した防災コンテンツの開発と導入を通じて、保育施設における防災対策の強化を
図る。具体的には、VR（バーチャルリアリティ）技術を用いた避難訓練の実施や、デジタルマニ
ュアルの整備により、実践的かつ効果的な防災教育を実現する。 
 
3) ICT リテラシーの向上と普及 
ICT の導入が効果を発揮するためには、保育士がそれを適切に活用できることが前提となる。し
かし、現状では保育士の ICT リテラシーが不足しており、導入されたシステムやツールが十分に
活用されていない。本研究では、保育士の ICT リテラシーを向上させるための研修プログラムを
開発し、保育現場における ICT の普及を促進する。研修プログラムでは、「ICT の基本的な使い
方」から、「業務や防災にどのように応用するか」までを具体的に指導し、保育士が自信を持っ



て ICT を活用できるよう支援する。 
 
３．研究の方法 
1) 現状調査とニーズ分析 
まず、全国の保育施設を対象に現状の業務および防災対策に関する意識調査を実施する。これに
より、保育士や施設管理者からのデータを収集し、現行の業務プロセス、防災対策の実施状況、
ICT の利用状況、及びそれらに対するニーズを把握する。また、特定の保育施設に対して詳細な
インタビュー調査を行い、現場の具体的な課題を明らかにする。この調査により、現行の業務フ
ローや防災対策の実施状況を具体的に理解し、改善のための基礎データを収集する。 
 
2) ICT 導入に関する課題調査 
次に、ICT 導入に関する既存の文献を広範にレビューする。保育分野における過去の研究や他分
野での成功事例および失敗事例を整理し、ICT 導入の利点と問題点についての基本的な知見を得
る。技術の進展が人間の能力に及ぼす影響についても検討し、特にオートメーション化がもたら
すスキルの低下や依存のリスクについての理論的背景を明らかにする。次に、調査対象となる保
育施設を選定し、現状の保育業務の実態を詳細に把握するため、保育者、管理者、保護者に対す
る半構造化インタビューを実施する。これにより、現状の課題や ICT 導入に対する期待や懸念を
明らかにする。また、広範なサンプルを対象にアンケート調査を行い、定量的データを収集し、
現場での保育業務を観察し、具体的な業務フローや負担の実態を記録する。 
 
3) コロナ禍における急速な ICT 導入の影響調査 
新型コロナウイルスの影響により、人と人との接触が難しくなり、オンラインや ICT を活用する
環境が急速に進展した。しかし、その一方で、急速に進展したことによる課題も多く存在し、そ
れらの調査が必要である。急速な ICT 導入が現場にもたらした具体的な問題点や、その解決策に
ついても詳細に検討する。ICT 導入後の効果を評価するため、導入後の保育者、管理者、保護者
へのインタビューを行い、導入前との変化を聞き取る。定期的なフォローアップインタビューを
実施し、長期的な効果を評価する。また、導入前後でのアンケート調査を実施し、定量的に効果
を測定する。さらに、導入後の業務フローや保育の質の変化を観察し、具体的な改善点や課題を
記録する。収集したデータを統計的に分析し、ICT 導入の効果を検証する。特に、保育者の業務
時間やストレスレベルの変化、子どもたちの発達状況や保護者の満足度の変化に注目する。技術
の過信や依存によるリスク、コミュニケーションの希薄化などの問題点を特定し、改善策を提案
する。最後に、研究結果を基に、ICT 導入における具体的な改善策を提案し、これを保育者、管
理者、保護者に対して共有し、フィードバックを受ける。フィードバックを基に実際に改善策を
実施する計画を立て、改善策実施後の再評価を行い、最終的な効果を検証する。このような研究
方法を通じて、急速な ICT 導入がもたらした課題を解決し、保育業務の負担軽減と質向上の具体
的な実現方法を明らかにすることができる。 
 
4) ICT コンテンツの開発 
次に、調査結果を基に、保育士が業務と防災の両方で活用できる汎用的な ICT コンテンツを開発
する。具体的には、VR 技術を活用した避難訓練用のコンテンツや、防災対策および日常業務に
関するデジタルマニュアルを開発する。これらのコンテンツは、保育士が容易に使用できるよう、
ユーザビリティを重視して設計する。また、無料で利用可能な既存のツール（例：Google フォ
ーム、アンケートツール）を積極的に活用し、コストを抑えつつ効果的なソリューションを提供
する。さらに、子ども家庭庁が公開している幼児教育現場の事故データベースを活用した分析ツ
ールの構築も行う。 
 
5) 教育と研修の実施 
さらに、開発した ICT コンテンツの効果的な活用を支援するため、保育士を対象とした研修プロ
グラムを実施する。このプログラムでは、ICT の基本操作や新しく開発した業務管理システムの
使用方法、VR コンテンツを使用した避難訓練の実施手順、デジタルマニュアルの活用方法など
を指導する。研修プログラムは、オンラインとオフラインの両方で実施し、各保育施設の状況に
応じて柔軟に対応する。また、研修の効果を測定するために、参加者に対して事前・事後のアン
ケート調査を行い、ICT リテラシーの向上度合いやコンテンツの有用性を評価する。 
 
6) 効果の評価とフィードバック 
最後に、ICT コンテンツの導入後、その効果を評価するために業務効率化の評価、防災対策の評
価、ICT リテラシーの向上評価を行う。導入前後の業務負担の変化や保育士の業務時間、業務内
容の変化、ストレスレベルなどをアンケートやインタビューを通じて評価する。また、避難訓練
の実施状況や保育士の防災意識の向上を測定する。研修プログラムの効果を測定するため、研修
前後の ICT リテラシーの変化をテストやアンケートで評価し、評価結果に基づき、必要に応じて
ICT コンテンツや研修プログラムの改善を行う。フィードバックを得るために定期的なアンケー
ト調査を実施し、保育士や施設管理者からの意見を収集する。 
 



これらの方法を通じて、保育施設における業務効率化と防災対策の強化を図り、保育の質向上を
実現することを目指す。 
 
４．研究成果 
本研究の成果を以下に示す。 
まず、現状調査とニーズ分析においては、全国の保育施設を対象に実施した業務および防災対

策に関する意識調査により、保育士や施設管理者からのデータを収集し、現行の業務プロセス、
防災対策の実施状況、ICT の利用状況およびそれらに対するニーズを明らかにした。さらに、特
定の保育施設に対する詳細なインタビュー調査を通じて、現場の具体的な課題を浮き彫りにし、
現行の業務フローや防災対策の実施状況を具体的に理解し、改善のための基礎データを収集す
ることができた。 
次に、ICT 導入に関する課題調査においては、広範な文献レビューを行い、保育分野における

過去の研究や他分野での成功事例および失敗事例を整理した。これにより、ICT 導入の利点と問
題点についての基本的な知見を得ることができた。また、技術の進展が人間の能力に及ぼす影響、
特にオートメーション化がもたらすスキルの低下や依存のリスクについても理論的背景を明ら
かにした。さらに、調査対象となる保育施設において半構造化インタビューとアンケート調査を
実施し、現状の課題や ICT 導入に対する期待や懸念を把握した。 
コロナ禍における急速な ICT 導入の影響調査では、新型コロナウイルスの影響により急速に

進展したオンラインや ICT の利用が保育現場にもたらした具体的な問題点を調査した。導入後
の保育者、管理者、保護者へのインタビューやアンケート調査を通じて、導入前後の変化を定量
的に評価し、急速な ICT 導入がもたらした課題とその解決策を詳細に検討した。これにより、技
術の過信や依存によるリスク、コミュニケーションの希薄化などの問題点を特定し、改善策を提
案することができた。 
ICT コンテンツの開発では、保育士が業務と防災の両面で活用できる汎用的な ICT コンテンツ

を開発した。具体的には、VR 技術を活用した避難訓練用のコンテンツや、防災対策および日常
業務に関するデジタルマニュアルを開発した。これらのコンテンツは、保育士が容易に使用でき
るようユーザビリティを重視して設計し、多くの保育施設で導入が進んだ。教育と研修の実施で
は、開発した ICT コンテンツの効果的な活用を支援するため、保育士を対象とした研修プログラ
ムを実施した。このプログラムでは、ICT の基本操作、VR コンテンツを使用した避難訓練の実施
手順、デジタルマニュアルの活用方法などを提案した。研修プログラムの効果を測定するために、
参加者に対して事前・事後のアンケート調査を行い、ICT リテラシーの向上度合いやコンテンツ
の有用性を評価した。 
効果の評価とフィードバックでは、ICT コンテンツの導入後、その効果を評価するために業務

効率化の評価、防災対策の評価、ICT リテラシーの向上評価を行った。導入前後の業務負担の変
化や保育士の業務時間、業務内容の変化、ストレスレベルなどをアンケートやインタビューを通
じて評価した。また、避難訓練の実施状況や保育士の防災意識の向上を測定した。研修プログラ
ムの効果を測定するため、研修前後の ICT リテラシーの変化をテストやアンケートで評価し、評
価結果に基づき、必要に応じて ICT コンテンツや研修プログラムの改善を行った。 
 
本研究の成果として、以下の点が顕著である。 
 
1) 防災対策の強化は、VR 技術を活用した避難訓練コンテンツの導入により実現された。この

取り組みにより、保育士と子どもたちの防災意識が向上し、災害時の適切な対応方法を学ぶ
ことができるようになった。具体的には、災害シミュレーションを通じて現実に近い状況を
体験することで、避難経路の理解と迅速な避難誘導が可能となり、保育施設全体の防災対応
能力が向上した。 

2) ICT リテラシーの向上も、保育士を対象とした研修プログラムの実施により大幅に進展し
た。新型コロナウイルス感染拡大防止の影響で ICT 化が加速し、ICT ツールの利用者が急増
したことも大きな要因である。しかし、単にツールを使用するだけでは十分でなく、その効
果的な使い方や背景知識、アイデアの不足が課題として浮上した。そのため、ICT リテラシ
ー向上のための研修が重要な役割を果たすこととなった。研修前後のアンケート結果から
は、保育士の ICT に対する理解度が向上し、ICT ツールの活用頻度も増加した。これにより、
保育士は ICT を効果的に活用し、業務の効率化と防災対策の両面でその利点を享受できる
ようになった。この研修は、ICT の基本的な操作方法だけでなく、保育現場における具体的
な活用事例や応用技術についても学ぶ機会を提供し、保育士の知識とアイデアの向上に寄
与した。 

3) 保育施設における業務効率化と防災対策の強化を通じて、限られたリソースを効率的に活
用し、保育士の負担を軽減することで、保育の質を高めることができた。また、防災対策の
強化により、子どもたちの安全を確保し、地域社会全体の防災能力を向上させることができ
た。これにより、保育施設が持続的に発展し続けるための基盤が整えられた。 

4) ICT を保育に導入することは、業務の負担軽減や防災対策の向上において効果的であるが、
同時にいくつかの問題点も考慮する必要がある。 

 



① 記録業務のデジタル化の問題点 
デジタル化により、作成資料の複製や再利用が容易になる一方で、同じ表現の使いまわしやイン
ターネットからの「コピペ」の増加が懸念されている。保育者が過去の記録やインターネットの
情報を参考にすることは理解を深める点で有益であるが、子どもの状況を理解し、思い出して振
り返る際には、自らの観察と記録が重要である。 
 
② 保護者とのコミュニケーションの希薄化 
保護者との連絡業務や登降園管理の自動化は、業務の負担軽減に寄与するが、保護者との直接的
なコミュニケーションの機会が減少する可能性がある。保護者とのコミュニケーションは、園児
の成長記録としても重要であり、手書きの連絡帳が持つ役割を再認識することが求められる。 
 
③ コミュニケーションロボットなどの利用の危険性 
コミュニケーションロボットの利用は、今後の社会において必要とされる一方で、ロボットに認
識されるように行動することを子どもに教えることの危険性がある。ロボットとの関わりが対
人間関係における自然な行動を損なう可能性があるため、この点についても注意が必要である。 
 
④ インターネット利用による想像力の低下 
インターネットの利用は、絵本や手遊びなどをすぐに調べることができる便利なツールである
が、現場にいる子どもの様子を想像しながら活動を考える力を低下させる可能性がある。また、
安易にスキルが手に入ると考えることは、養成校での学修を軽んじることにつながる恐れもあ
る。 
 
本研究は、保育施設における業務効率化と防災対策の強化において一定の成果を上げた。これ

により、保育の質の向上と社会全体の防災意識の向上に寄与する可能性が示された。これによっ
て、保育現場の現状改善に期待が持てると同時に、持続可能な保育環境の構築にも貢献できる可
能性がある。また、ICT の導入に伴う課題についても問題提起し、ICT を効果的に活用するため
の重要な視点を提供することができた。 
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